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令和３年度 採用実態調査結果 

従業員採用の状況と人材確保への方策 
鶴岡管内の令和 3年 3月の新規高卒者の求人倍率は 2.46倍と、前年から 0.24ポイント下降しました。

さらに来春（令和 4 年 3 月）の高卒者の就職希望者数は 8 月末時点で前年同期比 14.3 ポイント減少、

県内就職希望者数は 12.8 ポイント減少となり、採用環境は厳しい状況が続いております。鶴岡商工会議

所と鶴岡地区雇用対策協議会では地域の採用状況を把握し今後の対応策を検討するため、平成 27 年度

より毎年同時期に本調査を実施しております。多くの事業所様からご協力を賜りましたことに、この場

をお借りして厚く御礼申し上げます。 

【アンケート実施】令和 3 年 7 月 30 日～8 月 23 日（再送した９月 6 日締切り分含む）  

【対象】合計 1,782 事業所（昨年度 1,826）        【回答数】合計 353 事業所（昨年度 264） 

    会員事業所 1,691 事業所            会員事業所 325 事業所 

    福祉・保育園・医療施設 91 事業所（新規）   福祉・保育園・医療施設 28 事業所（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今春の新卒・既卒者の採用活動を実施した事業所数は、アンケートに回答いただいた 353 社中 153

社・43.3％で、割合は前回調査から 1.3 ポイント増加しました（前回調査では 264 社中 111 社）。 

この採用活動を実施した 153 社の採用結果ですが、予定人数を採用出来た事業所は 59 社・38.6％で

あり、計画通りの採用ができなかった事業所（未充足＋採用出来なかった）は 94 社・61.4％で前回調査

から 7.9 ポイント悪化しています。また、採用人数については、全体の採用予定数 446 人に対し、実際

の採用数は 285 人・63.9％、不足数は 161 人・36.1％であり、不足数割合は前回調査よりも 8.3 ポイン

ト増加していることがわかりました。 

このように、昨年度の採用活動において、予定人数を確保できた事業所は僅か 38.6％、採用人数は 153

社で合計 161 人の不足（昨年調査では 111 社で 183 名の不足）ですので、昨年に比べ不足数は減ってい

ますが、未だに予定通りの人数は採用出来ていない事業所が多いようです。続いて、実際事業所で今現

在の人員数についてどのように思っているかの結果を見ていきます。 
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 回答事業所 337 社（未回答 16 社）のうち、今現在の人員数が「ちょうどよい」又は「余剰感を感じ

ている」と回答した事業所は、173 社・51.3％となっています。逆に「不足している」と回答した事業

所は、164 社・48.7％となり、回答いただいた事業所の半数近くで人員不足が見られています。 

 

採用活動の結果を業種別に見ると、回答数の最も多い製造業において、予定人数を採用出来た事業所

は 36.8％で、前回調査からは 12.6 ポイント回復しています。また、建設業も 30.0％で 12.8 ポイント回

復しています。どちらとも昨年に比べ回復傾向にあり、一昨年に近い数値になっています。（令和元年度 

製造業 37.5％、建設業 24.0％）ただ、採用数を見てみると、卸売・小売業、建設業、製造業で予定人数

が採用出来ておらず、それぞれ前年から 11.7 ポイント、9.4 ポイント、2.6 ポイント悪化しています。

この結果から、各業種とも予定人数を採用出来た事業所はあるものの、採用予定数には達していないと

いう結果になりました。 

今回から実施した福祉・保育園・医療施設は、「予定人数を採用出来た」が 7 社、「採用出来たが未充

足」が 1 社、「採用出来なかった」が 2 社となっています。 
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続いて、従業員数による規模別に見た採用活動の結果ですが、従業員数が 10～29 人の事業所で採用

出来なかったと回答したところは、24 社と前年に比べ 6 倍にも増加しています。従業員 1～9 人の比較

的小規模な事業所では採用数は約半分になりましたが、不足数は 7 割減になっており、採用活動の縮小

が見受けられます。従業員が 100 人越えの事業所では昨年に比べ採用人数が 44 人減少していることが

わかります。 

 

 

次に、採用の為に実施した募集方法について

ですが、「ハローワーク」、「学校の就職課」、「就

職フェアや合同説明会」の利用が多いのは前回

と同様ですが、今回は「自社 HP」、「就職サイ

ト」等インターネットを使った募集方法が増え

ているようです。特に効果があった募集方法と

しては、「学校の就職課」、「就職フェア、合同説

明会」となっています。 

 計画通りの採用に至らなかった理由（回答

100 社）の結果を報告致します。採用に至らな

かった理由として最も多かったのは 71 社が回

答した「業種・職種」でした。続いて「企業の知

名度」、「給与水準」の順となりました。また、

「新型コロナウイルスによる採用活動縮小」を

選んだ事業所は回答いただいた事業所の１割で

ある 11 社となっており、その他９割の事業所で

は新型コロナの影響による採用活動の縮小はし

ていないという結果になっています。その他の

理由には「そもそも応募がなかった」という意

見が多く、次いで「求める人材の応募がない」

や「学生と企業の採用基準のミスマッチ」との

意見がありました。 
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日本全国で感染対策によるオンライン面接が増加したため、今回はオンライン面接を導入している事

業所のメリット・デメリットを調査しました。採用活動を実施した事業所 153 社のうち、オンライン面

接を導入している事業所は 21 社・13.7％ありました。オンライン面接を導入してよかったこととして、

「日程調整のしやすさ」や「コスト削減」、「応募者の増加」と回答する事業所が多かったです。その他

にも「新型コロナウイルス感染対策になった」、「遠方の方と面接ができた」という意見もありました。 

オンライン面接を導入して困ったこと・不便なこととして、「表情が読み取りにくい」、「回線が悪い」、

「操作不慣れ」とオンライン面接ならではの意見がありました。その他にも「本音が見えない」という

意見もありました。 

 

 

昨年度 1 年間で、UIJ ターン者の採用活動に取り組んだ事業所はアンケートに回答いただいた 353 社

中 48 社・15.0％で、前回から 8 社・7.6 ポイント減少しています。採用まで至った事業所は 7 社減少の

19 社で、採用人数の合計は 19 人減少の 45 人となっています。依然として UIJ ターン者の採用は難し

いように思われます。 

また、募集方法については昨年に引き続き、「ハローワーク」、「就職フェアや合同説明会」、「自社 HP」

の利用が多くなっています。その他では、「就職情報サイト」や「新聞」を利用したという回答がありま

した。 

今回から実施した福祉・保育園・医療施設は、アンケートに回答いただいた 28 社のうち、「採用に至

らず」と回答した事業所が 3 社、「採用活動なし」と回答した事業所が 24 社となっています。（1 社は未

回答） 
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今春の新卒者・既卒者の採用活動に取り組んだ事業所 149 社におけるインターンシップ実施状況（上

段円グラフ）ですが、高校生向け（回答 138 社）は 71 社・51.4％、高専生向け（回答 120 社）は 33 社・

27.5％、大学生向け（回答 123 社）は 36 社・29.3％で実施されております。 

 また、採用結果への影響ですが、下段円グラフが採用事業所におけるインターンシップ実施状況です。

高校卒生を採用した事業所の 69.5％、高専卒生を採用した事業所の 77.8％、大学卒生を採用した事業所

の 54.5％となっており、比較的高い割合でインターンシップが実施されております。これらの結果から、

学生の新卒採用に向けては、積極的なインターンシップへの取り組みが非常に重要であると考えられま

す。 

 

 さらにインターンシップを実施して得たい効果、実際に得た効果を聞いたところ、「人員確保のため」、

「自社・業界・職種を知ってもらうため」、「学生の様子を知りたい」が多く、「働くイメージを持っても

らえた」、「採用に繋がった」、「職場の活性化・育成」、「自社のイメージアップ」など実際に多くの効果

を得られたと回答しています。 
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採用者全体に占める女性割合は、前々回 42.6％、前回 33.2％、今回は 34.6％、と昨年に比べ多少増加

していますが、一昨年より低い状況となっています。依然として男女間の開きは大きく、特に高校卒生

の差が目立ちます。これは鶴岡地区内の女子高校生の進学率が男子高校生より 2～3 割高いことが大き

な要因となっています。 

続いて業種別ですが、女性採用割合が医療・福祉が 59.1％（9.1 ポイント増）、卸売・小売業が 41.2％

（6.6 ポイント増）と大きく増加しています。また、女性採用割合が金融・保険業で 37.5％（18.8 ポイ

ント減）、製造業で 24.8％（12.5 ポイント減）減少しています（カッコ内昨年比）。また、女性採用人数では、

製造業で 15 名、金融・保険業で 6 名、卸売・小売業で 4 名、建設業で 2 名減少していますが、医療・

福祉で 11 名、サービス業（宿泊・飲食サービス業）で 7 名増加しています。 

 データから見ても女性は高校卒業後進学する人が多いため、大学等卒業後やＵＩＪターンで地元に戻

ってくる女性へのより積極的なアプローチが必要であると考えられます。 

今回から実施した福祉・保育園・医療施設は、男性が 1 人、女性が 15 人となっています。 

 

 

日本で新型コロナウイルスの感染が確認され

てから 3 年目になる（令和 3 年度以降）今後の採

用活動の見直しについては、回答数 322 社のうち

169 社・52.5％が当初の計画通りとなっています。

採用数を減らす見込みは 2 社・0.6％となっていま

すが、未定・検討中が 131 社・40.7％となってい

ます。その他の意見としては、「そもそも採用活動

をしていない」や「状況を見て」との回答で、まだ

まだ新型コロナウイルスの影響を受けると考えて

いる事業所も多くあります。 
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Ⅵ．今後の採用活動について 

上段：令和３年度 

下段：令和 2 年度 

※保育園は今回

より調査を実施 

183 人 

91 人 

未回答 31 社 



7 

 

 

 

今後の企業説明会・採用面接等をインターネットやオンライン等で行うかについては、回答数 331 社

のうち実施予定がないと回答した事業所が 246 社と 74.3％を占めており、既に実施している企業は 36

社（10.9％）となっています。実施予定がない理由については 121 社が「採用予定がない」と回答して

おり、対面の採用活動のみを実施する企業も 96 社と、実際に会って採用活動をする事業所が多いよう

です。また、「取り組みたい」と回答している事業所も 49 社 14.8％とオンライン化への注目は一定数あ

るように見えます。さらに、「ノウハウがない」、「費用対効果」、「設備がない」等へ 64 件の回答が寄せ

られていることから、一歩踏み出すべきか検討している事業所も多くあるように思います。 

 

オンラインによる採用活

動を進めるための支援策に

ついては、すべての項目に回

答が寄せられています。その

他では、やはり、「対面での採

用活動を重視したい」や「業

種的に難しい」という意見が

ありました。 

 

 

 

36
10.9％

49
14.8％246

74.3％

企業説明会・採用面接等の

オンライン化（事業所数）

実施している

取り組みたい

実施予定なし

11

16

18

30

96

121

0 50 100 150

その他

設備がない

費用対効果

ノウハウがない

対面の採用活動のみ実施

採用予定がない

実施しない理由（事業所数・複数回答可）

12

47

52

83

0 50 100

その他

必要経費に対する支援

合同オンライン企業説明会の実施

ノウハウに関する研修会等の開催

必要な支援策（事業所数・複数回答可）

いる
84

34.1％いない
162

65.9％

入社3年以内の離職状況（事業所数）

あった
26

19.8％

なかった
105

80.2％

内定辞退の連絡の有無（事業所数）

52

10

7

22 2 211

入社3年以内の離職人数（事業所数）

1人

2人

3人

4人

5人

6人

8人

10人

15人

未回答 273社

Ⅶ．内定者、入社３年以内の社員について 
 

離職人数 

合計 164人 

未回答 22 社 

未回答 22 社 未回答 107 社 
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今回より新しく内定者、入社 3 年以内の社員についての調査を実施しました。今年採用を実施した事

業所 131 社（未回答 22 社除く）のうち 26 社・19.8％の事業所で内定辞退の連絡があったという回答が

ありました。内定辞退の理由としては、「第一希望ではなかった」が一番多く、次いで「家庭の事情」、

「志望業界が変わった」、「勤務地や給与など条件の折り合いがつかなかった」という回答がありました。 

今回回答いただいた事業所 246 社のうち 84 社・34.1％で入社 3 年以内に社員が離職したという結果

になりました。離職した理由としては、「仕事が合っていないため」との回答が多く、次いで「人間関係

がうまくいかなかったため」や「入社時点でミスマッチがあったため」が多い結果となりました。その

他の意見としては、「体調・病気のため」、「賃金面が良くないため」、「家業を継がなければいけないた

め」、「県境を越えた異動ができないため」という意見がありました。厚生労働省の 2020 年秋の調査で

は、大学卒の早期離職率は 32.8％、高校卒は 39.5％と今回の調査の数値は全国平均に近い数値になりま

した。 

 

 

 

・地元への定着率をあげる為にも、数多くの地元企業を知ってもらう機会を作って欲しい。支社が地域

をまたいである企業にもガイダンスが出来る機会がほしい。（卸売・小売業） 

・コロナ禍で求人は全くありませんが通常に戻った場合、空き時間を利用して働きたい（短時間）人の

求人サイトなどあると助かります。（小売業） 

・県内のイベント（採用・説明会）だと、内陸勤務希望が多い。鶴岡、庄内に絞った説明会を増やして

ほしい。（小売業） 

・コロナの影響で短大・大学主催の企業説明会がほとんどなく、学生との接点が乏しい。企業説明会の

主催を希望する。（小売業） 

 

1

1

5

5

8

16

0 5 10 15 20

その他

希望していた職種・部署ではなかった

勤務地や給与など条件の折り合いがつかなかった

志望業界が変わった

家庭の事情

第一希望ではなかった

内定辞退の理由（人数・複数回答可）

15

5

7

12

14

49

0 10 20 30 40 50 60

その他

県外に就職したいため

条件の理由から県内の他社に転職するため

入社時点でミスマッチがあったため

人間関係がうまくいかなかったため

仕事が合っていないため

離職理由（人数・複数回答可）

Ⅷ．採用活動に関する感想や課題等（自由記載から） 
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・各地域で地元に残ってもらうよう働きかけている自治体が多いが、親の影響力が大きくなるため控え

てほしい。学生本人の成長や今後の活躍、自律性を養うためには門出を広げるべき（転勤ありき）と

考える。（小売業） 

・応募者に働くための条件が合って、選考に大変な思いをする。（サービス業） 

・社会人の経験が浅い人向けの社外講習（入社３年くらいまで）、業種を超えての交流（自社だけでなく

他社も知ってもらう）。（サービス業） 

・スタッフとも共有したいため zoom セミナーのオンデマンドでの配信も追加していただけると就業時

間内に自由に拝見できるのでありがたい。（サービス業） 

・職柄的に幅広いためインターネット、オンライン等では仕事を理解していただくのが難しく直接面接

と話し合いで決めるほうがいいと思っている。（サービス業） 

・今年度から高校生の新卒採用を行っているが、学校訪問を経て難しいことを実感した。他企業で取り

組んでいること等あればアドバイスをいただきたい。（サービス業） 

・宿泊業に関心が薄いように感じる。積極的に動くしかない気がしている。（旅館業） 

・第二種普通自動車運転免許証を取得し県外から移住を希望している者に対して幅広い求人を提供でき

る体制を整えてほしい。（運輸業） 

・採用活動にはたくさんの告知や募集方法があるが、具体的な方法がわからないため、解決方法を知り

たい。（保険代理業） 

・色々な職種の方と交流できる機会を作ってほしい。（保険代理業） 

・企業紹介動画の YouTube への掲載支援（金融業） 

・高校新卒者の就活に積極的に活動したい。（警備業） 

・ここ数年、中途採用・派遣社員採用が思う様に進まず人手不足が続いている。（製造業） 

・採用活動に関しては、コロナの影響もあると思うが進学希望が増えている印象。繊維業界のイメージ

や製造業のイメージの向上・理解のためにどのような会社説明を行ったらよいかが永遠の課題。請求

書・領収証等の電子化、電子印鑑に関するセミナーを実施していただきたい。（製造業） 

・どんな職業についても順風満帆にはいかない、挫折を乗り越えて成長していくストーリーのセミナー

をしてほしい（製造業） 

・進学校の企業見学会の実施。企業説明会で学校に訪問する機会はあるが、実際に企業見学に来て見て

もらうことで学生の印象に残り、大学卒業後の U ターンにつながる確率が上がるのではないかと思

う。（製造業）  

・事業に対する先行きの見通しがたたないため採用を控えている。（製造業） 

・コロナ禍の影響からか県外ではなく地元就職を希望する学生が増えているように思う。ご家族等から

地元就職の勧めもかなり影響しているのではないかと思う。（製造業） 

・未だ建設業界に対するイメージは改善されていないと感じる。業界の魅力を発信しながら、業界全体

を盛り上げていきたい。（建設業） 

・今後も就職祭り、合同企業説明会を継続してほしい。（建設業） 

・昨年、建設業で採用した人数は少ない、業種的にイメージダウンしているのかもしれない。今年度賃

金を 1 万円あげたので応募があることに期待している。昨年・今年度もインターンシップを実施して

いる。（建設業） 

・人生という長いスパンで仕事をする意味やお金の大切さ、使い方等出来得る限りセミナー等で研修の

機会を与えてほしい。（建設業） 
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・現場作業員の募集をしている。外での作業は楽ではない。楽しさを感じるまで 2～3 年はかかる。 

その後の面白さに給与が伴うようなシステムを考えなければと思っている。（建設業） 

・建築業の大工職人が不足しているが、経験がある人でないと採用できないため、学生卒すぐの人材は

希望しない。（建設業） 

・介護人材の不足に困っています。（介護業） 

・就職祭り等の主催行事に参加させてほしい。（社会福祉業） 

・特に高校生の採用に関して、本人が抱えている持病や経歴（停学していた事実等）が伏せられた状態

での採用により、その後それが原因となって退職が相次いだ。高校生の採用のあり方を考えてほしい。

（医療・福祉） 

・保育士の情報提供や紹介斡旋をしてほしい。（保育施設） 

・産休代替等がなかなか見つからず、ギリギリの職員数（あるいは不足）となる場合もある。以前より

保育士確保が難しい状況になっている。（保育施設） 

・中途採用の応募は来るが新卒が難しい。高校での企業説明会に行ったこともあるが、規模の大きい同

業企業にとられ、応募が来なかった。中小企業のいい PR 方法があれば教えてほしい。（電気工事業） 

・若者の仕事観が多様になっているため、働くことに喜びが持てる社会構造ができるといいと思ってい

る。（保育施設） 

・募集を出しても応募者がいない（保育施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴岡商工会議所雇用人材育成委員会 

鶴 岡 地 区 雇 用 対 策 協 議 会 
事務局：経営支援課 TEL 0235-24-7711 

Ⅸ． 調査結果の活用と今後の取り組みについて 

鶴岡商工会議所・鶴岡地区雇用対策協議会では、今回の調査結果を踏まえ、地元高校生・鶴岡高専生・

山大農学部生への企業ＰＲ機会の確保、県外進学者の地元就職促進に向けた情報の発信、就職支援サイト

「つるおか仕事ナビ」運営による採用支援、採用担当者のスキルアップに向けた支援など、会員事業所の

人材確保のお役に立てるような事業を引き続き展開してまいります。 

 


